



















































は，基本動作（basic movement ）を機能的動作（functionalmovement ）と定義



























1. 基本動作能力を ADL介助方法の指標とする意義（研究 l,2) 























第 l節 心身機能および基本動作能力と ADL自立度との関係【研究 1]
第 1項 はじめに










調査内容は， 1）機能状態［上肢Brunnstromstage （以下， Brstage），下肢Brstage, 

















端座位不可 9名，端座位可 6名，起き上がり可 4名，立位保持可 l名，立ち
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要監視 48回（3 6出），自立 78回（5 7百）であった
2.動的端座位能力別の靴・装具の着脱方法
動的端座位能力別に靴・装具の着脱方法に異なる傾向がみられた（ Fig2).
動的錨庄位能力 (1）報を酷ぐ方法 (2）絡を贋〈方法 (3）装具をほすす方法 (4）装具を装着する古法
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草具を下回 富豪奥を立て後るから引
後自立 玉栄伊 災家 き後（33' たまま下腿4‘ 彼方から＇＂足をlftむ め込を＂＇昆23% 
jミ 足をI！む 韮，~立て玉栄 事実異を下腿 負たまま下腿監祖 蹴飛ばす 発 後るから引 彼方から＇＂d‘ '" 長ト片足制圧 き抜<21見 め自宅;29'位27' 会介肱52覧






















第 2章 基本動作能カ別の ADL介助方法の分類









テーション病棟の中から，無作為に 336施設を抽出し，各病棟の OT2名の計 672
名を対象に，更衣動作の介助方法についての調査票を郵送した． 対象者には倫
理的配慮について文章で説明し回答を得た（埼玉県立大学倫理審査承認 21008).
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